
 

        学校での学びは、社会で役に立つ学びになっているか 

 

校長  森谷 優子  

これまでのわが国の中学校の授業では「何を知っているか」という知識や理解に重きが置かれ、

覚えたり、暗記したりすることに多くの時間が割かれてきました。しかし、それで本当に社会で

役立つ力が育つのか、「学校での学びは、社会で役に立つ学びになっているのか」ということにつ

いて議論されてきました。 

令和３年から施行されている学習指導要領では、知識は知識でも「社会や生活で生きて働く知

識」が求められ、さらに知識を活用する「未知の状況にも対応できる思考力、判断力、表現力」が

求められています。そこで当校では生徒に育みたい５つの資質・能力を設定し、この力を付ける

ために、日々、すべての授業や活動に取り組んでいます。例えば、英語の授業を例にしてみると、

英語の学習内容を学ぶことも目的なのですが、最上位の目的は、英語の学習を通して「１ 自分

の思いや考えを伝える力」コミュニケーション力を鍛えているのです。 

そこで注目されているのが探究学習です。探究は、①課題を設定し、②情報を収集し、③整理・

分析し、④まとめ・表現する、という一連のサイクルをスパイラルに繰り返します。 

中条中学校社 2024 発信イベント「本町マルシェ」では、これまで身に付けた知識を使って問題を

解決する生徒の姿、５つの資質・能力を磨いている生徒の姿をたくさん見ることができました。 

３年生は探究学習によって、本当の勉強の意味や将来に必要な資質・能力を実感したのではない

かと考えています。今後は、日々の学習の取組がいっそう変わるのではないかと思っています。 

今回の発信イベントに際し、当日はもとより、毎週金曜日の３年生の総合的な学習の時間では、多

くの皆様にご支援、ご協力を賜りました。同時に、ご迷惑、ご心配もおかけしました。心より御礼とお

詫びを申し上げます。学校として反省すべき点は、改善し、今後も、皆様に中条中学校社の活動を応

援していただけるよう努力して参ります。引き続き、応援していただけましたら幸いです。 

今回の活動を通して、３年生は大きく成長することができました。学んだ事はきっとこれからの人

生や社会に生かしてくれるだろうと期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 11 月 15 日 

第 12 号 

       0254-43-2761 

教育目標「考える」 
胎内市立中条中学校  https://tainai-nakajo-jhs.edumap.jp/ 
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私はクッキングパークで洋上風力発電のワークショップ

を担当します。目標は胎内市の人たちに洋上風力発電を詳

しく知ってもらうことです。 

たくさんの方に支えてられて今日があります。協力してく

ださった方々に感謝を忘れず、一人一人が責任のある行動

し、中条中学校社の社員みんなでこの企画を大成功させま

しょう。（飯沼学年委員～出発式のあいさつより～） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


